
高知港における地震・津波防護対策の整備計画素案について

これまでの「高知港における地震津波防護の対策検討会議」での審議を基に、事務局において、以下
の構成案による整備計画素案をとりまとめ、平成27年度春頃にパブリックコメントの実施を予定。

○整備計画素案の構成案

位置づけ
多重防護の考え方の下、最大クラスの津波の来襲も想定しつつ、発生頻度の高い津波に対して、港湾
及び背後地を効率的・効果的に防護するための対策のあり方について、周辺環境への影響等を十分に
検討のうえ、ハード整備の計画的推進、整備効果の早期発言に資する事業計画

現状と課題
高知港における地震・津波による被害想定、過去における被害、海岸保全施設の現状

高知港における地震津波防護の基本的な考え方
津波対策を構築するにあたって想定すべき津波レベルや防護目標、外力（地震・津波）の設定など

対策検討会議での検討内容
周辺環境への影響、経済性を踏まえた、地震・津波防護対策案の検討など

整備概要等
整備の基本的な考え方、護岸等の嵩上げ、耐震補強対策や整備手順（整備の優先度）の考え方など


